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新
年
度
予
算
、
防
災
・
子
育
て
に
重
点

町
民
税
10
％
減
税
、
実
施
せ
ず

　

平
成
24
年
３
月
定
例
会
は
３
月
６
日
に
開
会
し
、
18
日
間
の
会

期
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
」
な
ど
、
20
議
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
３
件
は
不
採
択
、
意
見
書
７
件
の
う
ち
１
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
実
施
し
た
町
長
公
約
で
あ
る
個
人
町
民
税

10
％
減
税
の
提
案
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

主
な
条
例
改
正

３月定例会

▼
国
保
税
率
の
見
直
し

　

保
険
税
率
を
見
直
す
と
と
も

に
、
低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減

る
も
の
で
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
使
用
料
を
改
定

　

65
歳
以
上
は
半
額
に
し
、
町

外
の
障
が
い
者
も
無
料
に
す
る

も
の
で
す
。

▼
介
護
保
険
料
の
見
直
し

　

平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
の

保
険
料
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

月
額
４
５
０
０
円
が
基
準
額

で
す
。

▼
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
工
事　

　
　
　
　

６
４
３
１
万
６
千
円

　

小
中
学
校
全
校
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
３
カ
所
の
窓

に
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張

る
も
の
で
す
。　

　

▼
災
害
用
備
蓄
品
購
入
費　
　

　
　
　
　

１
５
３
５
万
２
千
円

　

13
カ
所
の
全
避
難
所
に
、
組

み
立
て
式
簡
易
ト
イ
レ
や
移
動

式
炊
飯
器
な
ど
を
購
入
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　

▼
自
主
防
災
組
織
補
助
金　
　

　
　
　
　
　
　
　

１
１
５
万
円

　

資
器
材
購
入
と
訓
練
活
動
に

補
助
す
る
も
の
で
す
。

▼
緊
急
雇
用
創
出
事
業　

防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
委
託
料　
　

　
　
　
　

１
０
２
７
万
２
千
円

　

深
夜(

午
後
９
時
～
翌
朝
６

時)

に
、
青
パ
ト
の
巡
回
を
毎

日
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

▼
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布

　
　
　
　
　
　

９
５
万
７
千
円

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
を
対
象
に
、
非
常

時
に
備
え
、
持
病
な
ど
の
情
報

を
記
入
、
保
管
し
て
お
く
キ
ッ

ト
を
配
布
す
る
も
の
で
す
。

▼
子
ど
も
医
療
費　
　
　
　
　

　
　
　
　

１
億
８
９
０
４
万
円

　

通
院
医
療
費
を
中
学
校
卒
業

ま
で
無
料
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
金　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
万
円

　

１
件
あ
た
り
３
万
円
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

▼
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
開
設

　
　
　
　
　
　

４
０
万
８
千
円

　

役
場
２
階
で
、
５
月
か
ら
月

１
回
の
消
費
生
活
相
談
を
行
う

も
の
で
す
。

　
　
　

▼
適
応
指
導
教
室
の
開
設　
　

　
　
　
　
　

７
３
１
万
７
千
円

　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
と
し
た
教
室
を
、
西
公
民
館

に
新
設
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

▼
文
化
財
フ
ェ
ア
の
開
催
費　

　
　
　
　
　

７
２
３
万
８
千
円

　

町
ゆ
か
り
の
文
化
財
の
展
示

や
、
講
演
会
な
ど
を
行
う
も
の

で
す
。

　
　
　

　
　
　

▼
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
拡

張
調
査　
　
　
　

２
９
６
万
円

　

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
中

島
）
の
拡
張
に
向
け
、
測
量
と

土
地
鑑
定
を
行
う
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度　

一
般
会
計   

予
算
の
構
成
比

（
千
円
未
満　

四
捨
五
入
）

 

平
成
2 4
年
度

   

目
玉
施
策
！

町債 ( 借入金 )  6.7％
4 億 7000 万円

繰入金　4.3％
3 億 4 千円

県支出金　8.2％
5 億 7630 万 1 千円

地方譲与税など　8.4％
5 億 9357 万 8 千円

繰越金　1.3％
9392 万 4 千円

諸収入　1.6％
1 億 966 万円

国庫支出金　11.5％
8 億 1007 万 8 千円

地方交付税　9.5％
6 億 7000 万円

公債費 ( 借入金の返済 ) など
9.9％　6 億 9759 万 9 千円

土木費　6.7％
4 億 7109 万 4 千円

消防費　5.0％
3 億 5004 万 7 千円

議会費　1.4％
9968 万 5 千円

商工費　0.8％
5535 万円

農林水産業費　
0.8％   5887 万 8 千円

総務費　12.3％
8 億 6752 万 2 千円

教育費　10.4％
7 億 2906 万円 衛生費　12.1％

8 億 4945 万円

民生費  40.6％
28 億 5831 万 5 千円

町税　48.5％
34 億 1345 万 5 千円

歳入
70 億 3700 万円

歳出
70 億 3700 万円

地域の防災力強化へ　　　～消防団新規団員訓練～
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本
会
議
質
疑 

＆

  
委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　

改
革
せ
よ   

役
場
の
機
構
、
職
員
の
意
識

　

仮
設
住
宅
用
地
の
確
保

　

国
保
財
政
の
健
全
化
を

　

負
担
軽
減
に
な
る
の
か

　

７
割
・
５
割
軽
減

と
、今
回
新
設
の
２
割
軽
減
で
、

負
担
は
軽
く
な
る
の
か
。

　

均
等
割
・
平
等
割
は

増
え
て
い
る
が
、
こ
の
改
正
に

よ
り
低
所
得
者
の
負
担
は
軽
く

な
る
。

　

ど
う
な
る  

税
収

　

税
収
の
減
が
予
想

さ
れ
る
が
、
財
源
は
ど
う
か
。

　

約
１
４
０
０
万
円

の
減
収
と
な
る
が
、
国
や
県
の

補
助
金
な
ど
で
約
３
０
０
０
万

円
増
え
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

改
正
に
よ
り
、
応
益
負
担
が

増
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
不
景
気
で
、
町
民
の
所

得
が
減
っ
て
き
て
お
り
、当
然
、

応
能
負
担
を
増
や
し
、
応
益
負

担
を
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。

賛
成
討
論
＝
村
上
昌
生
議
員

　

軽
減
割
合
を
増
や
す
と
同
時

に
、そ
の
対
象
者
を
拡
充
さ
せ
、

低
所
得
者
層
の
負
担
軽
減
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
減
収
分
は
国
・
県
か

ら
補
て
ん
さ
れ
る
。
低
所
得
者

層
の
負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら

財
源
も
確
保
で
き
て
い
る
。

　

な
ぜ
65
歳
か
ら
な
の
か

　

65
歳
以
上
の
使
用
料

を
、
半
額
定
め
た
根
拠
は
。

　

未
病
対
策
も
含
め

て
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
施
策
と
し
た
。

　

い
く
ら
か　

算
定
基
準

　

介
護
保
険
料
の
基
準

額
を
、
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で

い
る
か
。

　

今
後
３
年
間
の
介
護

給
付
費
は
、
利
用
者
の
増
加
な

ど
を
見
込
み
、
基
準
額
は
、
月

額
４
５
０
０
円
で
設
定
し
た
。

　

事
業
内
容
は

　

地
域
活
性
化
協
働
事

業
委
託
料
の
内
容
と
効
果
は
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
、

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
。

　

な
ぜ
減
額

　

敬
老
金
が
大
き
く

減
っ
た
理
由
は
。

　

平
成
23
年
度
ま
で

は
、
80
歳
以
上
の
方
に
支
給
し

て
い
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
の
増
加
に

よ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
節

目
支
給
と
す
る
。

　

支
給
は
、
満
年
齢
で
85
歳

（
５
千
円
）、
88
歳
（
１
万
円
）、

95
歳
（
２
万
円
）、
１
０
０
歳

以
上
（
３
万
円
）
の
方
を
対
象

に
し
た
。

　

対
象
の
理
由

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

（
３
０
０
０
円
）
が
提
案
さ
れ

て
い
る
。

　

対
象
を
70
歳
以
上
と
し
た
理

由
は
。　

70
歳
以
上
の
死
亡
率

が
急
上
昇
す
る
こ
と
や
、
近
隣

の
市
町
村
の
補
助
状
況
を
見
て

決
定
し
た
。

　

対
象
は

　

肝
炎
節
目
検
査
の
対

象
は
。　

40
歳
か
ら
５
年
ご
と

に
70
歳
ま
で
、
約
２
６
０
０
人

を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
受
診
料
は
無
料
で
、

対
象
者
に
は
11
月
に
個
人
通
知

を
予
定
し
て
い
る
。

　

妥
当
か

　
「
土
地
改
良
区
」
の

解
散
に
向
け
て
、
町
が
事
務
を

行
う
意
味
と
内
容
は
。

　

土
地
改
良
区
の
水
路

や
道
路
は
公
益
と
な
っ
て
お

り
、
解
散
手
続
き
に
町
が
関
与

し
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
組
合
員
の
把
握

や
財
産
調
査
な
ど
を
行
う
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
）

　

規
模
と
開
催
期
間

　

文
化
財
フ
ェ
ア
の
内

容
は
。　

11
月
10
日
か
ら
18
日

ま
で
、
町
立
公
民
館
で
文
化
財

の
展
示
を
行
う
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
講
演
会
も

行
い
た
い
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

こ
の
予
算
に
は
、
愛
知
県
西

尾
張
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
の

分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
滞
納
整

理
は
他
に
任
せ
ず
に
、
滞
納
者

の
様
子
が
一
番
わ
か
る
町
自
ら

が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

賛
成
討
論
＝
下
方
繁
孝
議
員

　

歳
入
で
は
、
国
・
県
支
出
金

を
積
極
的
に
活
用
し
、
財
源
確

保
に
努
め
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
防
災
・
防
犯
対

策
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
ま

た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
補
助
な
ど
、
安

全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
た
予
算
と
な
っ
て

い
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

日
光
川
下
流
流
域
下
水
道
あ

り
き
の
、
町
公
共
下
水
道
整
備

計
画
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
＝
横
井
良
隆
議
員

　

下
水
道
事
業
は
、
公
衆
衛
生

の
改
善
、
浸
水
被
害
の
解
消
、

さ
ら
に
、
き
れ
い
な
河
川
を
次

世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
も
重
要
な
事
業
で
あ
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
制

度
に
、多
く
の
問
題
点
が
あ
る
。

　

ま
た
、
国
の
施
策
に
何
も
言

え
な
い
町
の
姿
勢
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
村
上
昌
生
議
員

　

健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
も
さ
れ
、
被
保
険
者
の
健

康
を
守
り
、
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
計
上
さ
れ
た

予
算
と
判
断
す
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　

特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　

特
別
会
計
予
算

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　　現地調査　―福祉建設常任委員会―

木造大日如来坐像（町指定文化財）

議　　　案 賛成 反対 議決
結果

３　

月　

定　

例　

会

公益的法人等への職員の派遣に関する条例の一部改正 １１ ０ 可決
町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 １１ ０ 可決
国民健康保険税条例の一部改正 １０ １ 可決
使用料及び手数料条例の一部改正 １１ ０ 可決
介護保険条例の一部改正 １１ ０ 可決
平成２３年度　一般会計補正予算（第４号） １０ １ 可決
平成２３年度　国民健康保険特別会計補正予算（第３号） １１ ０ 可決
平成２３年度　土地取得特別会計補正予算（第１号） １１ ０ 可決
平成２３年度　介護保険特別会計補正予算（第３号） １１ ０ 可決
平成２３年度　公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） １１ ０ 可決
平成２３年度　後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） １１ ０ 可決
平成２４年度　一般会計予算 ９ ２ 可決
平成２４年度　国民健康保険特別会計予算 １１ ０ 可決
平成２４年度　土地取得特別会計予算 １１ ０ 可決
平成２４年度　介護保険特別会計予算 １１ ０ 可決
平成２４年度　公共下水道事業特別会計予算 １０ １ 可決
平成２４年度　後期高齢者医療特別会計予算 １０ １ 可決
県市町村職員退職手当組合規約の変更 １１ ０ 可決
道路線の廃止 １１ ０ 可決
道路線の認定 １１ ０ 可決
年金２．５％の削減をやめる請願書 １ １０ 不採択
年金支給年齢の引き上げをやめる請願書 １ １０ 不採択
総ての高齢者に３．３万円の年金を支給する請願書 １ １０ 不採択

「社会保障と税の一体改革」の中止を求める意見書 １ １０ 否決
子ども・子育て新システムによる保育制度改革に関する意見書 １ １０ 否決
原発から速やかに撤退し、再生可能エネルギーの開発と普及を求める意見書 １ １０ 否決
沖縄普天間基地の無条件撤去を求める意見書 １ １０ 否決
国会の比例定数削減に反対する意見書 １ １０ 否決
県の福祉医療制度の改悪に反対し、充実を求める意見書 １ １０ 否決
ＴＰＰ交渉に関する国民への適切な情報開示と拙速な対応をしないことを求める意見書 １１ ０ 可決

質
問

答
弁

質
問

機器も充実　トレーニング室
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３月議会の一般質問は、３月 12 日に行い、８人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

　

地
域
間
競
争
の
厳
し

い
時
代
と
な
り
、
市
町

村
の
能
力
い
か
ん
で
、

福
祉
水
準
に
大
差
が
生

じ
る
。
意
識
改
革
を
し
、
資
質
を
向
上
し
な

け
れ
ば
、住
民
福
祉
の
向
上
は
困
難
で
あ
る
。

①
職
員
提
案
制
度
の
導
入
は
。

②
職
員
の
意
識
改
革
と
資
質
向
上
を
行
い
、

積
極
的
な
事
業
展
開
を
。

③
専
門
性
や
緊
急
性
が
伴
う
防
災
や
福
祉
に

対
応
で
き
る
機
構
改
革
を
。

　

東
海
地
震
が
、
30
年

以
内
に
88
％
の
確
率
で

起
こ
る
可
能
性
が
あ
る

と
、
政
府
地
震
調
査
委

員
会
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

　

本
町
の
災
害
予
想
で
は
、
東
海
・
東
南
海

の
２
連
動
地
震
で
全
壊
８
１
０
戸
、
半
壊

１
７
０
０
戸
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対

応
し
た
仮
設
住
宅
用
地
は
、
皆
無
だ
。

　

計
画
的
に
仮
設
住
宅
用
地
の
確
保
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

本
町
で
の
街
路
灯
・

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

新
設
す
る
街
路
灯
や
、
球
切
れ
で
交
換
す

る
場
合
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
対
応
型
に
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
試
験
的
に
導
入
し
て
検
証
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

　

新
川
東
地
域
で
、
民

間
企
業
と
の
避
難
所
の

協
定
は
、
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
か
。

　

隣
接
す
る
名
古
屋
市
の
市
営
万
場
北
荘
・

万
場
荘
・
万
場
南
荘
や
万
場
小
学
校
を
、
ま

た
、
県
営
万
場
東
住
宅
を
、
一
時
避
難
所
と

す
る
考
え
は
。

　

名
古
屋
高
速
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
、

津
波
避
難
所
と
す
る
考
え
は
。

町
長　

今
の
と
こ
ろ
導
入
予
定

は
な
い
が
、
商
工
会
が
設
置
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
検
証
を
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
機
器
の
価
格
が
下

が
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
様
子

を
見
た
い
。

問　

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の

　
　

導
入
を

答　

ラ
ジ
オ
に
限
ら
ず
、
検
討

　
　

し
た
い

町
長　

①
既
に
実
施
し
て
お

り
、
今
後
は
人
事
評
価
制
度
も

導
入
す
る
。

②
国
や
、
県
に
追
随
す
る
こ
と

な
く
、
政
策
立
案
能
力
向
上
を

図
る
た
め
、
人
材
育
成
を
行
っ

て
い
く
。

③
ま
ず
職
員
を
増
員
し
、
機
構

改
革
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

家
電
の
無
料
回
収
対
策
は

答　

利
用
し
な
い
よ
う
、
周
知

町
長　

仮
設
住
宅
の
建
設
が
必

要
な
際
に
は
、
中
島
の
多
目
的

ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
候
補
地
と
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
拡
張

も
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
学
校
の
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
な
場
合
に
は
、
教
育
委
員

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

問　

職
員
い
じ
め
を
や
め
よ

答　

事
実
は
な
い

町
長　

民
間
企
業
、
名
古
屋
市

と
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
に
、

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　

県
営
住
宅
は
、
今
後
、
県
と

協
議
し
た
い
。

問　

障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ　

　
　

ホ
ー
ム
な
ど
の
設
置
を

答　

設
置
に
向
け
検
討

　

他
に
、
５
問
あ
り
ま
し
た

横井良隆議員折橋盛男議員

浅里周平議員𠮷原経夫議員

 より意識向上に努める  効果を検証中

 多目的広場を第一候補に

　

介
護
者
が
ト
イ
レ
で

の
排
せ
つ
介
助
を
す
る

場
合
に
、
誤
解
を
さ
れ
、

偏
見
の
目
で
見
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
介
護
の

妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　

静
岡
県
で
は
、
介
護
者
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
介
護
マ
ー
ク
を
配
布
し
て
い
る
。

　

要
介
護
者
が
増
え
て
い
く
中
で
、
介
護
が

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
介
護
マ
ー

ク
の
普
及
と
啓
発
を
し
て
い
く
べ
き
だ
。

町
長　

介
護
マ
ー
ク
は
、
気
分

よ
く
介
護
す
る
た
め
、
さ
れ
る

た
め
に
重
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
悪
用
さ
れ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
、
静
岡
県

と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

問　

秩
序
を
乱
す
来
賓
に
対
す

　
　

る
考
え
は

答　

来
賓
は
模
範
で
あ
る
べ
き

広田幸治議員

  静岡県を参考に

  関係機関と協議中

ウオーキングで健康づくり

　

男
女
共
同
参
画
は
、

男
女
を
問
わ
ず
主
体
的

に
意
思
や
意
見
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
４
次
町
総
合
計
画

に
あ
る
、
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
の
策

定
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
推
進

状
況
は
。

　

特
に
、
女
性
の
抱
え
る
悩
み
の
相
談
窓
口

な
ど
を
記
し
た
相
談
カ
ー
ド
配
置
の
考
え
を

伺
う
。

後藤田麻美子議員

 パネル展などを行う
町
長　

パ
ネ
ル
展
の
開
催
や
、

男
女
共
同
参
画
週
間
を
住
民
へ

周
知
す
る
。

　

ま
た
、
県
の
男
女
共
同
参
画

社
会
セ
ミ
ナ
ー
へ
、
町
民
の
参

加
を
呼
び
か
け
る
。

　

相
談
カ
ー
ド
は
、
公
民
館
以

外
の
ト
イ
レ
に
も
配
置
す
る
。

問　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接

　
　

種
の
周
知
を

答　

中
学
生
に
チ
ラ
シ
を
配
布

　

改
革
せ
よ   

役
場
の
機
構
、
職
員
の
意
識

　

仮
設
住
宅
用
地
の
確
保

　

積
極
的
な
普
及
・
啓
発   

介
護
マ
ー
ク

　

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定
を

　

新
川
東
地
域
に
新
た
な
避
難
所
の
指
定
を

　

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
せ
よ

ずばり直言！ 一 般 質 問

　

国
保
財
政
の
健
全
化

に
は
、
滞
納
対
策
と
医

療
費
の
抑
制
・
未
病
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

　

医
療
費
抑
制
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）

医
薬
品
の
利
用
促
進
が
有
効
で
あ
り
、
診
療

側
へ
、
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
行
政

指
導
の
考
え
は
。

　

未
病
対
策
は
、
健
康
増
進
と
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
で
あ
る
。
健
康
講
座
の
充
実

と
健
康
の
維
持
に
向
け
て
の
考
え
は
。

町
長　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
の
た
め
に
、
町
内
の
医

療
機
関
に
協
力
を
求
め
る
。

　

国
保
加
入
者
に
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
希
望
カ
ー
ド

を
配
布
し
て
い
る
。

　

未
病
対
策
で
は
、
シ
ニ
ア
を

対
象
と
し
た
講
座
の
充
実
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
増
や
す

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

村上昌生議員

 医療機関に協力を求める

　

国
保
財
政
の
健
全
化
を

　

教
育
委
員
会
の
社
会

教
育
係
・
社
会
体
育

係
・
管
理
係
は
、
附
属

団
体
へ
の
指
導
・
育
成

を
図
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
教
育
長
と
し
て
、
職
員
と
町
民
と

の
摩
擦
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

附
属
委
員
会
は
、
町

民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
活

躍
を
期
待
し
て
い
る
。

　

職
員
の
育
成
・
指
導
を
図
り
、

ま
た
、
委
員
会
か
ら
は
、
情
報

の
収
集
と
発
信
を
し
て
、
町
民

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

豊田さか江議員

 パイプ役を期待

　

住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
促
進
を

役場のトイレに置かれた相談カード
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海
部
東
部
消
防
署
で
は
、
東
日
本
大

震
災
の
折
、
災
害
救
助
と
し
て
、
延
べ

20
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣
さ
れ
た

職
員
か
ら
、
映
像
を
使
っ
て
の
リ
ア
ル

な
災
害
救
助
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
職
員
体
制
の
状
況

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
本
木
の
町
防
災
倉
庫
と

西
條
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
視

察
し
、
資
器
材
の
備
蓄
状
況
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

町
の
防
災
を
考
え
る
上
で
の
参
考
と

し
て
い
き
ま
す
。

～理想的な議会を目指して～チェンジ・チャレンジ・パワーアップ！

　下記の意見書を全会一致で可決し、衆・参両院議長をはじめ、国の機
関に提出しました。
■ＴＰＰ交渉に関する国民への適切な情報開示と拙速な対応をしないこ
とを求める意見書（要旨）
　政府は、ＴＰＰに対するさまざまな不安の声を真摯に受け止め、情報
開示を徹底するとともに、必要な全ての分野について国内対策を確立さ
せて、ＴＰＰへの懸念を払拭しなければならない。
　よって、国民への適切な情報開示と国民的な理解形成に向けた丁寧な
対応を強く求める。

意  見  書

▼
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か

ら
、
早
く
も
１
年
の
歳
月
が
経

過
し
ま
し
た
。

▼
震
災
で
発
生
し
た
膨
大
な

瓦が
れ
き礫
は
、
復
興
の
大
き
な
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
と
の
報
道
も
あ

り
ま
す
。

▼
国
は
地
方
の
協
力
を
得
て
、

瓦
礫
の
処
理
を
考
え
て
い
ま
す

が
、
受
け
入
れ
反
対
の
声
も
強

い
よ
う
で
す
。

▼
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
３

連
動
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
最
大
想
定
Ｍ
９
と
、
内
閣

府
の
有
識
者
会
議
が
公
表
し
ま

し
た
。

▼
本
町
の
震
度
は
、
６
弱
か
ら

６
強
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
震
災
想
定
に
対
し
、
役
場

も
個
人
も
、
防
災
の
見
直
し
が

必
要
で
す
。

　

６
月
定
例
会
日
程
（
案
）

６
日(

水)

上
程
・
質
疑
な
ど

11
日(

月)

12
日(

火)　
　

13
日(

水)　

総
務
教
育　

14
日(

木)　
　

常
任
委
員
会

15
日(

金)　

福
祉
建
設

18
日(

月)　
　

常
任
委
員
会

22
日(

金)　

採
決
な
ど

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合　

　

が
あ
り
ま
す
。

暫
時
休
憩

　

全
国
菓
子
大
博
覧
会
で
大
臣

栄
誉
賞
な
ど
、
数
々
の
賞
を
受

賞
し
、「
大
治
せ
ん
べ
い
」
を

つ
く
っ
て
い
る
貴き

せ
い
ど
う

清
堂
の
諸も
ろ
と戸

博
之
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。

―
―
い
つ
か
ら
商
売
を
始
め
ま

し
た
か

　

貴
清
堂
は
、
大
正
14
年
に
創

業
し
ま
し
た
。
元
は
名
古
屋
市

中
区
丸
の
内
に
あ
り
ま
し
た
。

　

工
場
を
改
修
し
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
防
災
地
区
だ
っ
た
の

で
、
火
を
使
う
工
場
が
つ
く
れ

ず
、
昭
和
53
年
に
大
治
町
に
移

転
し
て
き
ま
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
父
と
一
緒
に
仕

事
を
始
め
て
か
ら
30
年
以
上
た

ち
ま
す
。

―
―
大
治
せ
ん
べ
い
は
ど
の
よ

う
に
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
か

　

移
転
し
た
当
初
、
従
業
員
や

地
域
の
方
か
ら
「
大
治
町
は
名

物
が
な
い
か
ら
、
名
物
に
な
る

も
の
を
作
っ
て
欲
し
い
」
と
い

う
声
を
受
け
、
試
行
錯
誤
し
て

完
成
し
た
と
父
か
ら
聞
い
て
い

ま
す
。

―
―
子
ど
も
た
ち
が
見
学
に
来

る
と
聞
い
て
い
ま
す
が

　

子
ど
も
た
ち
に
は
「
良
い
か

悪
い
か
で
は
な
く
、
保
存
料
や

香
料
を
入
れ
な
い
で
作
っ
た
せ

ん
べ
い
の
味
と
、
そ
う
じ
ゃ
な

い
味
を
覚
え
て
お
い
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
せ
ん
べ
い
屋
に
な
ん
て
な

る
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
冗
談

を
言
う
と
、
引
率
の
先
生
が
苦

笑
い
し
て
困
っ
た
顔
に
な
り
ま

す
（
笑
）

―
―
長
年
商
売
を
し
て
、
感
じ

る
事
は
あ
り
ま
す
か

　

商
店
が
減
っ
て
い
く
の
が
寂

し
く
感
じ
ま
す
。
大
治
町
に
は

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
も
っ
と
発
展
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

―
―
商
売
を
し
て
い
く
中
で
、

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

　

正
直
に
や
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
原
材
料
は
見
え

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
機
械
に
頼

ら
ず
、
卵
も
一
つ
一
つ
割
っ
て

い
ま
す
。
小
麦
粉
も
一
番
良
い

物
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

妥
協
し
な
い
で
や
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
分
に
も
お
客
さ
ん
に
も

正
直
で
い
る
の
が
、一
番
で
す
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
多
く
の
時
間

を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
、
町
、

商
売
に
か
け
る
思
い
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

一部事務組合議会議員選挙
　任期満了に伴い、海部地区環境事務組合議会議員の選挙を

行いました。

　豊田さか江議員
（任期：平成 24 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）
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一
般
質
問

議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会

　

議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
向
け
、
昨
年
末

に
設
置
し
た
３
つ
の
分
科
会
（
報
酬
等
・
議

会
運
営
等
・
広
報
公
聴
等
）
で
は
、
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
審
議
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
条

例
に
は
、
政
策
能
力
向
上
の
た
め
の
勉
強
会

の
開
催
や
本
会
議
審
議
の
充
実
な
ど
を
盛
り

込
み
、
議
会
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
条
例
施
行
を
目
標
に
、
議
論
を

深
め
て
い
ま
す
。

　
議
会
報
告
会

　

12
月
議
会
の
報
告
会
を
１
月
31
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、
議
員
が
３
人
１
組

と
な
り
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
や
道
路

問
題
な
ど
多
く
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て

開
催
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
懇
談
会

　

文
化
協
会
や
体
育
協
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
な
ど
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
各
種
団

体
の
要
望
な
ど
を
、
議
会
と
し
て
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
て
い
き
ま
す
。

議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会

正
副
委
員
長
交
代（
平
成
24
年
４
月
１
日
～
）

　

委
員
長　
　

下
方
繁
孝

　

副
委
員
長　

村
上
昌
生

エ
コ
ド
ー
ム
視
察
（
日
進
市
）

　
　
　
　
　
　

～
福
祉
建
設
常
任
委
員
会
～　

　

日
進
市
で
は
、
中
央
環
境
セ
ン
タ
ー
（
エ
コ

ド
ー
ム
）
で
、
紙
類
・
廃
食
用
油
・
小
型
家
電

な
ど
28
種
類
の
分
別
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
た
子
ど

も
服
な
ど
を
格
安
で
販
売
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
を
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
お
り
、雇
用
の
創
出
だ
け
で
な
く
、土
・
日
・

祝
日
も
営
業
で
、
市
民
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
利
用

す
る
こ
と
で
、
回
収

し
た
資
源
の
譲
渡
益

に
よ
り
、
施
設
が
運

営
さ
れ
て
ま
す
。

　

本
町
の
資
源
回
収

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も

生
か
せ
る
施
策
を
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

委員会所管事務調査

笑顔がステキな諸戸さん

海部東部消防署・町備蓄品確認
　　　　　　　　　～総務教育常任委員会～


